
令和5年度ケアラー・ヤングケアラー実態調査結果【ケアラー編】

３ 調査対象と回答率

１ 調査目的

２ 調査期間

令和５年６月19日（月）から令和５年７月31日（月）まで

区分 ケアラー ケアラーを支援している団体等

調査対象

• 要介護認定者の介護者

• 要支援認定者の介護者

• 障害福祉サービス利用者の介護者

• 指定難病患者等で医療給付を受けてい

る方の介護者

• 居宅介護支援事業所

• 地域包括支援センター

• 障がい者（児）相談支援事業所

• 介護者サロン、オレンジカフェ、子ども食堂

配布数 1,237 98

回答数 567 67

回答率 45.8％ 68.4％

近年、介護や看病などが必要な家族等を無償でお世話する方（ケアラー）の身体的・精神的負担など

が社会問題化しており、ケアラーのなかには、自身の日常生活などに支障をきたしているにも関わらず、誰に

も相談できず、社会的に孤立してしまう方もいます。こうした背景を踏まえ、本市では、市内におけるケアラー

等の現状など、その傾向を把握し、今後の支援策の検討を目的に実施しました。
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【参考】 ケアラーとは

高齢、身体上又は精神上の障害又は、疾病等により援助を必要とする親族、友人その他の身近な人に対し

て、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援助を提供する者（埼玉県ケアラー支援条例抜粋）



① ケアラーはこのような方々です

約3人に2人が60歳以上です

30代以下

3.9%
40代

9.9%

50代

25.6%

60代

24.2%

70代以上

36.0%

●ケアラーの年齢

（N:567）

約4人に３人が女性です

男性

25.9%

女性

72.7%

無回答

1.3%

●ケアラーの性別

（N:567）

約4人に3人が毎日ケアをしています

毎日

78.3%

週4～6日

5.1%

週2～3日

7.1%

週1日

3.7%

月に数日

4.2%

その他

0.5%

無回答

1.1%

●ケアの頻度

（N:567）

1時間未満

7.8%

1時間以上

2時間未満

16.0%

2時間以上

4時間未満

21.2%
4時間以上6時間未満

13.8%

6時間以上

8時間未満

7.4%

８時間以上

30.5%

無回答

3.4%

約3人に1人が8時間以上ケアをしています

（N:567）

●ケアの時間

ケアを受けている方は

母（38.6％）、夫（25.0％）、父（13.6％）、

妻（10.４％）、息子（5.8％）、娘（4.2％）

義父（3.7％）、義母（4.4％）

30歳代以下（7.6％）、40歳から69歳（10.3％）

70歳代（24.1％）、80歳代（48.5％）

90歳代（19.2％）

在宅【同居】（88％）、在宅【別居】（18.9％）

施設もしくは入院（3.3％）

高齢等による心身機能の低下（50.4％）

認知症（33.7％）、身体障がい（24.9％）

難病（11.1％）、その他（3.9％）

約４人に1人が10年以上ケアをしています

20年以上

6.2%

10年以上

20年未満

16.6%

5年以上

10年未満

31.2%

3年以上

5年未満

16.9%

1年以上

3年未満

21.0%

1年未満

7.4%

無回答

0.7%

●ケアの期間

（N:567）

半数近くの方が就労しています

無職

36.3%

主婦（夫）

20.1%家族従業者

1.0%

非正規雇用

21.9%

正規雇用

15.0%

自営業

5.3%

●ケアラーの就労状況
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●ケアラーとの続柄＜複数回答＞ ●ケアを受けている年齢＜複数回答＞

●ケアを受けている方の生活場所＜複数回答＞ ●ケアを受けている方の状況＜複数回答＞



② ケアラーの抱える問題、悩みなど

ある

66.8%

ない

27.3%

無回答

5.9%

約3人に２人は悩みを抱えています

●悩みの有無

67.0%

49.3%

40.4%

34.3%

25.9%

心身の健康

自由な時間がない

経済的な問題

将来の見通し

ケアと生活のバランス

●悩みの内容（悩みがある方のみ・複数回答）

誰にも相談できない人もいます

●相談できる人・窓口（複数回答）

70.5%

58.9%

37.2%

19.0%

3.5%

ケアマネジャー

家族

医療・介護従事者

地域包括支援センター

誰もいない

約9人に１人はケアのため退職しています

●ケアによる就労状況の変化（複数回答）

44.8%

16.2%

11.8%

2.6%

8.5%

18.2%

ケアによる就労状況に変化はない

ケアのため勤務時間を減らした

ケアのため退職した

ケアのため転職した

ケアのため就労経験がない

無回答 （N:567）

●ケアを機に退職した理由
（ケアのため退職した方のみ・複数回答）

約3人に１人が不調を訴えています

●ケアラーの健康維持の状態（複数回答）

38.3%

37.7%

36.0%

34.9%

18.9%

身体的に不調がある

通院している

休養が取れない

睡眠不足

特に問題はない （N:567）

（N:567）
（N:379）

（N:567）

74.2%

32.3%

32.0%

22.9%

代わりにケアを担う人がいない

身体的な疲労

ケアと仕事が両立できない

精神的な疲労 （N:67）

83.2%

76.5%

70.6%

71.6%

家事全般

通院同行

申請手続き

金銭管理

多様なケアを二重三重に行っています

●行っているケアの内容（複数回答）

（N:567）

いる

13.2%

頼めばいる

21.7%

頼みにくい

24.0%

いない

32.5%

無回答

8.7%

（N:567）

約3人に1人は代わりにケアをしてくれる人がいません

●代わりにケアをしてくれる人の有無
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●ケアを必要とする人が相談に繋がらない理由
（複数回答）

●相談から公的サービスの利用に
至らなかった事例の有無

43.3%

35.8%

19.4%

公的サービスを知らない

家族で支えられると考えている

家族が介護することが当たり前

と考えている

ある

67.2%

ない

23.9%

わからない

9.0%

ケアラーを支援する団体からの意見

●公的サービスに繋がらない理由
（あると回答した方のみ 複数回答）

71.1%

40.0%

33.3%

28.9%

経済的な課題がある

家族で支えられると考えている

公的サービスを理解していない

家族が介護することが当たり前と

考えている

71.6%

65.7%

62.7%

61.2%

61.2%

50.7%

49.3%

緊急時に利用できるサービス

ケアラーに役立つ情報提供

電話・訪問等による相談体制

気軽に情報交換できる環境

経済的な支援

休息や睡眠のとれる機会の確保

家族がいなくなった後の生活の継続

●ケアラーに求められている支援（複数回答）

③ ケアラーが求めていること

34.5%

31.4%

30.9%

30.0%

28.7%

16.9%

16.0%

15.7%

17.6%

16.8%

12.9%

7.9%

緊急時に利用できるサービス

家族がいなくなった後の生活の継続

ケアラーに役立つ情報提供

休息や睡眠のとれる機会の確保

経済的な支援

電話・訪問等による相談体制

入所施設等の生活の場の整備

気軽に情報交換できる環境

24時間対応の在宅サービス

ケアラーの健康管理へ支援

社会的なケアラー支援の理解

なし

●ご自身に必要な支援（複数回答）

（N:567）

（N:67）
（N:45）

（N:67）

（N:67）

※行政等に対する要望や意見等（自由記述）は別添「資料」Ｐ29～（ケアラー）及び
Ｐ74～（ケアラーを支援する団体）に全文掲載。4


